
 

 

全国集計委員会  

 

 担当理事：水口昌伸 

 顧  問：北川晋二 

 委  員：入口陽介、大泉晴史、大黒隆司、小川眞広、小林正夫、丹羽康正、藤谷幹浩、松浦隆志 

 幹  事：宮川国久 

 委員会開催：2回 (うち持ち回り 1回) 

 

  1．平成 26 年度全国集計について 

1）調査協力依頼施設は 512 施設、協力数は 366 施設であった。前年度と比較すると、調査協力依頼数は 43 施設多く、 

  協力数は 29 施設少ない結果となった。 

2）平成 26 年度消化器がん検診全国集計資料集を出版した。 

 ・今回より超音波検診および胃がん検診偶発症アンケート調査報告が追加となったため、販売価格を 5,000 円に変更 

  した。 

 ・平成 26 年度の集計プログラムより、大腸がん検診調査 D票にて PUL を「不明」と回答すると『Stage 分類』『Dukes 

  分類』の数値が自動入力されるシステムに変更したが、誤作動があったため『Stage 分類』および『Dukes 分類』の 

  図表を削除した。 

3）超音波検診調査初年度のため、超音波委員会の平井委員長にご意見およびご協力を頂いた。 

 

  2．平成 27 年度全国集計について 

1）全国集計オンライン調査の集計業務を全委託するにあたり、3業者に見積を依頼した。 

  費用および運用面などを考慮した結果、毎日学術フォーラム株式会社に決定し、理事会にて承認を得た。 

2）WEB 化についての周知文書およびスケジュールを協力施設に送付した。 

3）胃・大腸・内視鏡の調査内容について見直しを行った。 

4）平成 30 年 6月の総会（新潟）にて全国集計報告を行う。 

 

  3．平成 28 年度全国集計について 

WEB 化調査 2年目以後の調査開始時期は今後、委員会で検討を行うこととする。 

 

  4．全国集計調査協力委員について 

神奈川県の協力委員に、細川 治先生（横浜栄共済病院）を任命した。 

 

 

 


